
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 
【問い合わせ】守口市教育委員会事務局 学校規模適正化 PT（担当 西村）

26 年 2 月 

３

気になる計画案は次ページ！ ① 

 守口市教育委員会では、小・中学校のより良い教育環境づくりを進める

ため、学校規模の適正化や適正配置を進めており、滝井小学校、春日小学

校と第三中学校についても、小中一貫校「（仮称）さつき学園」（平成 28

年４月開校予定）の整備計画づくりを進めているところです。 

地域とつながり、これからのまちづくりの核となる、より良い学校づく

りに向け、平成 25 年 10 月から平成 26 年 1 月にかけて、地域・保護者・

学校の方々と共に新しい学校のありかたを考えるワークショップを開催

しました。 

これまで検
討した内容
を整理した
計画案につ
いて意見交
換をしまし
た。 

第 2 回 全体会(11/20) 

第 2 回 校舎・施設部会(11/28) 

第 2 回 まち部会(11/28) 

吹き抜けと
エントラン
ス広場のあ
り方、教室
配置につい
て検討しま
した。 

第３回 校舎・施設部会(12/5) 

普 通 教 室 や
特別教室、グ
ラウンド、プ
ー ル 等 の 方
向 性 に つ い
て 検 討 し ま
した。 

第３回全体会では、学校と地域が一体となっ
て、どんなことから取り組んでいくかを話し合
いました。 

設計作業 

今後の（仮称）さつき学園整備の流れ（予定） 

小中一貫校建設工事 春日小解体 
H26.6 頃 H26.10 頃 

春日・滝井 

小学校統合 
（現滝井小用地にて） 

H28.4 

小中一貫校

スタート 

第三中解体

H26.4 

未来へ

最初は、さつ
き学園への
夢を語り合
い、期待や心
配について
も検討しま
した。

つながるさ
つき学園づ
くりに向け
て、校舎・施
設の在り方
を整理しま
した。

地域と学校
が一緒にな
ってどんな
ことができ
るか、するべ
きかを考え
ました。 

第１回 全体会(10/11) 

第１回 校舎・施設部会(10/21)

第１回 まち部会(10/24) 

第３回 全体会(1/14) 

 ワークショップをより充実したものとするため、教室などのデザイン等

については「校舎・施設部会」、地域と学校との連携については「まち部会」

の２つの部会で検討し、「全体会」で内容を共有しながら進めました。 
 

全体会 

全体会 

校舎・施設 

部会 

まち 

部会 

部会で

検討を

深め 

全体会で 

内容を共有

参加者のみなさんによる充実
した全８回のワークショップ
を通じて、『学びをつなげる』
『人がつながる』『地域とつな
がる』（仮称）さつき学園の基
本計画案をまとめることがで
きました。 集う人々、全ての縁が連なり 

それぞれの花を咲かせる学校 

模型も 

できました！ 

グラウンド
の使い方、
地域と学校
との連携の
進め方につ
いて検討し
ました。 

全体会 

校舎・施設 

部会 

まち 

部会 

検討を重ね
てきた計画
案 を 確 認
し、今後の
学校づくり
について話
しました。 

●地域と学校で一緒に子どもを育てよう 

○体験、ふれあいを通じて心を育て、豊かな人間性と体力づくりをしていこう。 

○生活に根ざす生きた学習環境や教材をつくり、「学び方」を学べる環境をつくろう。 

○地域の人材を活用して体験型の学習体制を確立し、いろいろな人から学ぶ機会を 

設けられるようにしよう。 

○中学生が地域に関わっていく準備期間として、地域のことを学べるようにしよう。 

（商店街の人の話が聞ける日をつくるなど） 

○文化・芸術活動の強化・発展を軸としよう。 

○テーマをもって学校と地域・子どもがつながろう。（「日本の昔遊び」「中国語を学ぼう」など） 

○防災訓練を兼ねてＢＢＱや炊き出しなどをしよう（地域防災を考える） 

○学校を大人の学びの場にもしよう。 

○中学生の活躍の場、居場所をつくろう。 

地域と学校が一緒になってこんなことをしていこう！ 

学校ではこんなことをしよう 地域ではこんなことをしよう

これらのことを実現するために 

○教育課程を十分に考え、地域連携のコンセプ

トをつくり、地域との協力方法を考えよう。 

○窓口となる先生が必要。ただし、先生は異動

があるので、人が変わっても継続 

 できるようにしよう。 

○小中夜間一体で考えよう。 

○地域、子どもに場所を提供しよう。 

○将来的には校区の再編も必要では？ 

○子どもを軸に地域の人がつながろう。 

○今ある活動はそのまま継続しよう 

（年間行事の継続など。） 

○学習や部活のサポートをしよう。 

○子どもの安全を見守ろう。 

○イベントを開催しよう。(子どもも巻き込んで)

○学生や地域のいろいろな団体と児童・生徒の

交流ができるようにしよう。（地域が結ぶ） 

地域と学校が一体となってすすめる仕組み 

○ゆるやかにステップアップし、新しいつなが

りの形を模索していこう。 

○一体的にやるところと別々にやるところの

仕分けが必要。 

○地域、学校、ＰＴＡが一体となったさつき学

園運営委員会をつくろう。 

○学校づくりを支援してくれる地域の方を登

録する人材バンクをつくろう。 

こんなこと仕組みで進めよう 

春日小 
滝井小 

第三中 
夜間学級 

H26 年 4 月より春日・滝井小が統合され、H28 年 4 月よりさつき学園がスタートします！ 

ワークショップはこんな流れで進みました！ 
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第３回全体会で示された計画案（仮称） さ つ き 学 園 第３回全体会では、
この計画案に対して
以下のような意見も
ありました。 
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ようにする。また、
グラウンドやアリ
ーナにも放送設備
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か？ 
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